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団塊の世代が７５歳を迎える２０２５年に向け、高齢者の多様な

ニーズを地域全体で支えることを目的に、１０月１日から、「介

護予防・日常生活支援総合事業」が始まります。

この事業は、６５歳以上の人を対象として、市町村が実施す

るものです。介護保険の認定を受けていなくても、基本チェ

ックリストにより、一人ひとりの生活に合わせたサービスを

利用できるようになります。

住み慣れた地域で、自立しながら安心して暮らしていくた

めにご利用ください。

総合事業には、「介護予防・生活支援サ

ービス事業」と「一般介護予防事業」が

あります。

「介護予防・生活支援サービス事業」は、

要支援認定を受けた人や、基本チェック

リストにより生活機能の低下がみられた

人（事業対象者）が利用できるサービス

です。

「一般介護予防事

業」は、６５歳以上の

すべての人が利用で

きるサービスです。

一般介護予防事業介護予防・生活支援サービス事業

６５歳以上の人を中心に、

これまでの介護予防事業

をさらに充実させ、生き

がいづくり・役割づくりを

大切にしながら、自助・互

助・公助の仕組みを広げて

いくものです。

これまで全国一律の介護予防給付として提

供していた「介護予防訪問介護」と「介護予

防通所介護」を市の事業に移行します。

１０月１日以降に新たに要支援の認定を受け

る人と、チェックリストにより事業対象者と

なった人から、順次、総合事業に移行します。

これまでと同様のサービスを、これまでと同

様の負担（１割　※一定以上所得がある人は２

割）で受けることができます。

６５歳以上の人、要支援認定者

お住まいの地域を担当する地域包括支援センター、

もしくは高齢介護課に相談します

デイサービスやホームヘルプサービスのみ利用する

基本チェックリストを受けます

介護予防ケアマネジメント

地域包括支援センターなどで、本人や家

族と話し合い、ケアプランを作成します

【対象】要支援者、事業対象者

要支援１・２の判定を受けた人

基本チェックリストにより生活機能の低下が見られた人で

サービス利用が必要な人

介護予防・生活支援サービス事業が利用できます

６５歳以上のすべての人

一般介護予防事業が利用できます

介護予防・日常生活支援総合事介護予防・日常生活支援総合事業業

総合事業の種類は２種類で総合事業の種類は２種類ですす

利用までの流利用までの流れれ

特　集
高齢者福祉サービス

はい、または分からない

生活機能の低下が

見られた人

自立した生活が

送れる人
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要介護（要支援）認定申請をします

地域包括支援センターと

介護予防ケアプランを

作成します

介護保険の介護予防サービスが利用できます

※介護保険のサービスと総合事業の両方

　を利用できますが、内容が重複するサ

　ービスは利用できません

いいえ、または明らかに要介護状態の場合

要支援

１・２の人
非該当の人

居宅介護支援事業者と

ケアプランを作成します

介護保険の介護サービスが

利用できます

要介護

１～５の人


